






















ろもろの予言が存在しなければならなかったJ (fr.571). そして， í もしも，
Jイエス・キリストがその予言通りに来|印したならば，それだけで無限の力と
なったであろう J (f r. 710). 然るに， íイエス・キリストは予言されていたす
べての状況のもとに来臨したJ (fl・.617). かくして， 予言する旧約聖書と，
予言の成就を伝える新約聖書が同時に証明されたのであった (fr. 642). 又，
予言はイエス・キリストの村l性の証拠でもあると云う(fr. 5.17 ,7]3). 更に，
予言はイエス・キリストについての最大の証拠でもあると述べている (fr.706).
更に又，予言はキリスト教が真の宗教であるための一つの証拠であることを
指摘し(fr. 2~9 ， 290) , 遂には， í私は予言のあるところにキリスト教を見出
すJ (fr. 693) とさえ云っている.
今，パスカルが，キリスト教の主要な証拠であるとみなしている予言-を，
次のような I1慎序でとりあげてゆきたい.即ち， 10 • u'パンセ』における予言




(1) Pens馥s et Opuscules (BrllnSchvicg, Hachette) , Pens馥s (Lafllma, Delmas) 
等.但し， Lafllma 版の章分けは， r第一写本』の前半の分類によっている。
(2) . Brlnschvicg. op. ci t. p. 308. 
(3) rパンセ』のテクストとしては， Pens馥s et Ouscules   (Brllnschvicg, Hachette) , 
OEuvres Compl鑼es. 14 vo l. (Brllnschvicg, Gazier, BOltrolX. Hachette) , Pens馥s 
(Laflma. Delmas)，パスカル全集，第三巻(人文言:院〉を使用した。『バンセ』の




予言しており， ..・ H ・.-(中略)..・ H・-一民族全体がこの出来事を告げ知らせている
Dである.彼らは四千年にわたって存続しつつ，全体として，彼らがそれに















いためであり，個々の予言が実を結ばないことのないためである J (fr.712). 
パスカルの予言-の殆fんど大部分は， íメジアに|却する予言」であり，このメ
41 
シア予言は，次の二つ，即ち， r時期と仕方J (f r. 710) に分けられている.
まず，メシア来臨の時期の場合を述べてみよう. fr.708 では，来臨の時
期が，四つの事実，即ち， a )ユダヤ民族の状態， b) 呉氏族の状態， c) 

















述べようとしているのであろうか. パスカルは， ダニエル書 2 章に基い
て，しばしば第四王国について述べ，第四王国の時に至って，メシアが来臨
することを予言する. r第四王国のとき....・...(中 111各}..・H・-異教徒が教えを受け，






継者， 2) ギリシァ， 3) ロ{マ，があるという. 1) はスチュアートとツェ
42 
7 ラーによって支持され， 2) は聖書の高等批評家によって支持され， 3) は
長守派によって支持されている.パスカルはいず、れを「第四王国」とみなす
}ヨを示していない.
c )第三に， I tr[r般の状態により予言されたJ という表現によって何を述
えようとしているのであろうか.旧約聖書には，四つの神殿が記されている.
存ー神殿はエルサレムに建築された最初の神殿であり， I ソロモンの村l殿」
こも呼ばれた.列壬紀略上 5 ， 6 mはその美しさを詳細に伝えている.この
I[i殿はソロモン王即位の第四年・に，工事を着手し(8. C. 1019年)，七年後に落
たし， B. C. 586年，バピロン王ネプカデネザルによって焼かれた(列王紀略
~25: 9 ------17). 第二利I殿は fゼゾレバベエルのネ1[1殿」とも呼ばれ， ベノレ、ンア王
7 ロスの許可を何て，木悶に帰ったユダヤ人が建てた. Iダリヨス王の治世'
D六年に完成したJ(エズラ 11!6:15〉.B.C.516年にあたると云われる.第三



































荒廃のきわみまで注ぎつづけんJ (fI・.722) r... ・ H ・.(--..・ H・これら七十週のうち第
七十週すなわち，最後の七年...・H ・ .J r... ・ H・-その週の半ば(すなわち，最後の
三年半)-..・H ・ .J 等の註釈から，彼が「一週」を七年とみなしていることがわか
る.すなわち，パスカノレは「七十週」を，七十週年，云いかえるならば， 70 













に依拠しつつ， fr. 727 にそれを列挙し，又，他の多くの断章においても示し
ている.今，主として fr.727 に基きつつ，概観してみよう.
メジアはユダとダピデの家系から生れるであろう， r ミカ書J 5 章.彼は
幼児として生れるであろう， rイザヤ書J 9 章.彼はベツレヘムの町に生れ
るであろう， r ミカ書」 52R.f!えはおもにエルサレムに現われるであろう.
彼は知者と学者を盲目にするであろう， rイザヤ書J 6 章， 8 章， 29章.貧
しき者， 卑しま者に福音を伝えるであろう， rイザヤ書J 29章.盲人の限
を開き， 病人を健かにし， 陥黒のうちにありて悩める者を光にみちびくで
あろう， rイザヤ書J 61章. 彼は完全な道を教え， 異邦人の師となるであ
ろう， rイザヤ書J 551主， 42 章 1-7 節. もろもろの予言は不信仰者には理
解されないであろう， rダニエル書J 12市， rホセア書」最終草10節，しか
し， よく教えられた者には理解されるであろう. 予言は彼を貧しき者とし
てあらわすとともに， 諸悶民の主としてあらわしている， rイザヤ書J 52 
章14節， 53章， rゼカリヤ書J 9 章 9 節. 彼は位の罪のために犠牲となるで
¥ 
あろう， rイザヤ書J 39章， 53章. 彼は貴重な礎石となるであろ， rイザヤ
書J 28章16節.彼は蹟きの石，妨げの石となるであろう， rイザヤ書J 8 章.
エノレサレムはこの石に蹟くであろう.建築師はこの石を棄てるであろう，
「詩篇J 107篇22節. *r11はこの石を， ~r~のおや石となすであろう.またこの
石は巨大な山となり，全地を満たすであろう， rダニエル書J 2 章.かくし
て彼は棄てられj 否まれ，裏切られ， r詩篇J 108 篇 8 節，売られ， rゼカリ
ヤ書J 11章12節，つばきせられ，打たれ， m開けられ，ありとあらゆるしかた
で苦しめられ，苦汁を飲まされ， r詩篇J 68篇，刺され， rゼカリヤ書J 12章，
両手と両足を貫ぬかれ， 殺され， 彼の衣服はくじ引きにされるであろう，
「詩篇J 22篇.彼はよみがえるであろう， r詩篇J 15篇，三日日に， rホセア
書J 6 章 3 節.かくして新しい契約がたてられるであろう， rイザヤ書J 43 
章18節.彼は天に弁って神の右に座すであろう， r詩篇J 110篇.王たちは彼
に反抗して武器をとるであろう， l詩篇J 2 篇.彼の父の右にあって，その
敵にうち勝つであろう.地の王たちおよびよろずの民は彼を拝するであろう，
 「イザヤ書J 60平.ユダヤ人は民族として存続するであろう， Iエレ之ヤ記J.
彼らはさまようであろう.王なく，ホセア書 3 1'主，予言者なく， I アモス書J ，
救いを待ち望みつつもそれを見いだすことがない， Iイザヤ書J. イエス・キ
リストによる呉邦人の召命， 1- イザヤ書J521江15会ií"j ， 55 J'注 5 節， 601;;;: , I詩篇」
71篇.
以上の如く，パスカルにとっては，メシアは予言:省によって旧約聖書の中

















(1) cf. fr・.707 ， 737. 
(2) I四千年」とは長1]:(主からメシア米liilI までの期間の，長さを意味しているが，これ
はパスカルの聖書解釈のー特徴を示していると思う。 B. ¥iV arfielcl <;ﾟiblical and 
Theolgical Studies}> Ch. IX. によれば，創造からメシア来[~~t~~~ までのJ;~J問の長さに
ついての解釈には三つある。 (1)はこの期間を約四千年とする・ clispensationalist の
解釈であり， (2)はダーウィンの進化論を前提にして途方もない長年月を想定する近









いる乙と J Cfr.651). 
(~ cf. fr.712. I もろもろの予言・のなかには， ，0，1，1 々のことがらに限jずるものと， メ








(5) B. C 37 年"，B. C. 4 年の間，ユダヤの王であった.
(6) d. f1・.701 ， 722 , 724. 738. など.






の学者はダニエルの著作であることを否定し， B.C 168"，165 年頃の作であると主
張している。バ久カルはダニエ/レ自身の著作であるとみなしている。
(9) Edward J. Young , An Introduction to the Old Testament , p.364. 
帥 「聖書大辞典」日|世世界社参照。
ω 例えば， Roger- E. Lacombe , L'Aolg騁ique   de Pascal , p.23 1. 
(l2) Edward J. Young , o.   cit. p.36. 








cf. fr.617 , 736 , 737. 
cf. fr.736 , 76 1. 
cf. fr.83. 
cf. fr.729. 



































とに帰着する J (f r. 642) と述べている.
そこで，パスカルは予言に二つの怠味のあることを示そうと努める.第一
の意味は文字的な志~~成 sens litt己ral であって， これは字義通りの意味であ
り，・物質的にのみ解釈することである.この文字i'r!~な怠味は人間の現世的な，











を遣わすことに定めたJ (f r. 670). 
第二の意味は霊的な意味 sens spiri tuel であって， 文字的な意味と全く対
立している.この意味は sens figuré, sens mystique とも呼ばれる. 例を











要である.パスカルは fr.642 においてその証拠を列挙している. 110 • 聖
書そのものによる証拠. 20 • ラビたちによる証拠.・H・....(中略}.・ H・.
30 • カバラによる証拠. 40 • ラピたち自身が聖書に与える神秘的解釈による
証拠. 50. ラピたちの次のような原理による証拠.・H・(中略}..・H ・ '.60 . イ
エス・キリストや使徒たちがわれわれに与える鍵による証拠J (fr. 642). これ

























































































ろで，或る著者の云う意味を理解するためには， ・・H ・ H ・ .J パスカルの解釈原




る J (fr.684) と云っている.イエス・キリストとは「十字架の死にいたるま






(1) cf. fr. 729. 
(2) cf. fr.62. í肉的なユダヤ教徒は3 彼らの予言のうちに告げられているメシアの
件大をも卑賎をも理解しなかった. J 









































































ストはその栄光に入るためには苦難を受けなければならなかったJ (f r.679). 
このキリストによらなければ，予言の真の意味は理解することができない.
「イエス・キリストによるネI[r. ー一一われわれはイエス・キリストによってのみ







(1) Oscar Cullmann , <!{.Christ et le temps,> p.94. 邦訳， 古Íí田護郎訳「キリストと
日寺J p. p. 123,,-,124. 
(2) J. Lhermet, <"Pascal et la Bible)> pp.416 ...._,417. 
(3) E. Périr, o.   cit. p.305-308. 
(4) E. Pérer, o.   cit. p.308. 
(5) J. Lhermet, o.   cit. p.416---417. 
(6) cf. fl・ .712.
